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１ 落札者決定の概要 

防衛省中央ＯＡネットワーク・システム運用管理役務（以下「本業務」とい

う。）の事業者には、防衛省中央ＯＡネットワーク・システム（以下「省ＯＡ」

という。）の継続的かつ安定的なサービスの円滑な提供を求めるものである。

したがって、落札者の決定に当たっては、予定価格の制限範囲内の価格をもっ

て有効な入札を行った者のうち、入札価格及び事業者の幅広い能力、経験等の

技術力を総合的に評価して落札者を決定する、総合評価落札方式によって行う。 

 

２ 評価方法 

（１）総合評価 

総合評価は、価格点（入札価格の得点をいう。以下同じ。）に技術点（提

案書による得点をいう。以下同じ。）を加えて得た点数（以下「総合評価点」

という。）をもって行う。なお、価格点と技術点の配分は、１：１とする。 

 総合評価点 ＝ 価格点（１，１３０点満点） ＋ 技術点（１，１３０点満点） 

（２）合否の決定 

総合評価基準書の評価項目において必須と定められた要求要件を全て満

たしている場合に「合格」とし、一つでも欠ける場合は「不合格」とする。 

（３）総合評価点 

ア 価格点は、入札価格を予定価格で除して得た値を１から減じて得た値

に入札価格に対する得点配分を乗じて得た値とする。 

価格点 ＝ （１－入札価格÷予定価格）× １，１３０点 

イ 技術点の評価は次のとおりとする。 

（ア）全ての仕様を満たした提案書を「合格」とし、基礎点として１００

点を与える。 

（イ）加点部分の評価は、「別紙評価基準表」の任意項目について、記載さ

れている評価基準の内容に基づいて、「表１ 評価基準」に基づき複数

の評価者による提案内容の審査及び採点を行い、各技術点の平均を加

点とする。技術点の配点は、「表２ 技術点の配点」及び「表３ 配点

表」のとおりとする。 

（ウ）技術点は基礎点と加点の合計点とする。 

技術点 ＝ 基礎点（１００点） ＋ 加点（１，０３０点） 

 

表１ 評価基準 

評価 評価基準 

◎ 提案内容が特に優れている。 

○ 提案内容が優れている。 
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△ 提案内容が標準的である。 

× 要件は満たしているが、加点すべき要素がない。 

 

表２ 技術点の配点 

評価項目 提案書等の評価対象 配点 

基礎点 必須項目 別紙「評価基準表」の

必須項目を全て満たし

ているか 

１００点 

加点 事業者の実績 事業者の過去の実績 ８０点 

業務の理解度 業務の理解及び提案の

趣旨 

５０点 

本役務全般 業務引き継ぎに係る具

体性 

３０点 

本役務の役務

員 

役務員の資格又は能力

及び運用体制 

２９０点 

役務内容と実

施要件 

役務員の省ＯＡの仕様

及び連接する他システ

ムに対する理解度 

７０点 

サービスデス

ク 

サービスデスクに係る

提案の有効性 

８０点 

障害管理 障害管理に係る提案の

有効性 

４０点 

問題管理 問題管理に係る提案の

有効性 

５０点 

リリース管理 リリース管理に係る提

案の有効性 

４０点 

構成管理 構成管理に係る提案の

有効性 

４０点 

保全管理 保全管理に係る提案の

有効性 

１２０点 

セキュリティ

管理 

セキュリティ管理に係

る提案の有効性 

８０点 

役務実施報告 役務実施報告に係る提

案の有効性 

６０点 

合計 １，１３０点 
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表３ 配点表 

評価 評価基準 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 

５０点 ４０点 ３０点 ２０点 

◎ ５０点 ４０点 ３０点 ２０点 

○ ４０点 ３０点 ２０点 １０点 

△ ２０点 １５点 １０点 ５点 

× ０点 ０点 ０点 ０点 

 

３ 落札者の決定 

（１）総合評価基準書に示す全ての要求要件を満たし、入札者の入札価格が予

算決算及び会計令（昭和２２年勅令第１６５号。以下「予決令」という。）

第７９条の規定に基づいて作成された予定価格の制限の範囲内であり、か

つ、「総合評価点」の最も高い者を落札者とする。ただし、予決令第８４条

の規定に該当する場合は、予決令第８５条の基準を適用するため、基準に

該当する入札が行われた場合は入札の結果を保留する。この場合において、

入札参加者は官の行う事情聴取等の調査に協力しなければならない。 

（２）上記（１）に規定する調査の結果、会計法（昭和２２年法律第３５号）

第２９条の６第１項ただし書きの規定に該当すると認められる場合は、そ

の定めるところにより、予定価格の制限の範囲内で次順位の者を落札者と

することがある。 

（３）落札者となるべき者が２人以上ある場合は、直ちに当該落札者となるべ

き者にくじを引かせ、落札者を決定するものとする。また、落札者となる

べき者又はその代理人がくじを引くことができないときは、入札執行事務

に関係のない防衛省職員がこれに代わってくじを引き、落札者を決定する

ものとする。 

（４）落札者が決定した場合は、遅滞なく、落札者の氏名又は名称、落札金額、

落札者の決定理由及びに提案された内容のうち具体的な実施体制及び実施

方法の概要について公表するものとする。 
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評価基準表 【別添２】【別紙１】

評価基準 調達仕様書該当箇所 必須/任意 加点 区分
提案書
頁番号

以下の実績を有していることが明確に記載されていること。
1　防衛省中央ＯＡネットワーク・システムと同等規模（利用者数約6,000 人）以上の運用管理役務契約を履
行した実績があること。
2　24時間365日対応の運用管理役務契約を履行した実績があること。
3　過去に履行した運用管理役務について，サービスレベルが指定されていた場合に全ての項目を満足して
いた実績があること。

- 任意 50 1

本役務における過去に履行した運用管理役務経験の適用方法について，具体的に記載されていること。 - 任意 30 3

（2）業務の理解度 現行の運用管理役務を理解した上で，本役務の遂行に係る課題及び改善策が具体的に示されていること。 - 任意 50 1

1.4　一般事項　(2) ～（7)、(10)、（12）に示された要件について明確に記載されていること。 1.4　一般事項 必須

1.4　一般事項　(8) ～（9)に示された業務内容の引き継ぎについて明確に記載されていること。 1.4　一般事項 必須

現行システム借上契約相手方と現行の運用管理役務契約相手方から，業務内容の引継ぎを受けるに当
たっての体制，実施要領等についての提案が具体的に記載されていること。

- 任意 30 3

契約相手方は，以下の資格の保有状況について，支出負担行為担当官補助者の確認を得るものとする。資
格については，それを証明する書面（認定証など）の写しを提出することとし、資格を保有しない場合は，各
資格に準じている事が確認できる資料を提出すること。

ア  JIS Q 15001
イ  JIS Q 9001（ISO9001)
ウ  JIS Q 27001（ISO27001)

1.4　一般事項 必須

（1）本役務の実施場所 2.2.1　実施場所に示された要件について明確に記載されていること。 2.2.1　実施場所 必須

（2）本役務の期間 平成２９年３月１日から平成３４年２月２８日までとすることが明確に記載されていること。 2.2.2　役務期間 必須

（3）本役務の時間 ２４時間３６５日を基準とすることが明確に記載されていること。 2.2.3　役務時間 必須

（4）本役務の人員 2.2.4　人員に示された要件について明確に記載されていること。 2.2.4　人員 必須

2.3.1　統括役務員及び副統括役務員の選任に示された役務員を明確に記載すること。
　－統括役務員（１名）
　－副統括役務員（２名）
　－一般役務員
　　・「サービスデスク」の作業を主に実施するサービスデスク役務員
　　・「サービスデスク」以外の作業を主に実施するシステムエンジニア

なお、統括役務員及び副統括役務員は、2.3.1　統括役務員及び副統括役務員の選任 (1)～(8)に示された職
務を実施することが明確に記載されていること。

2.3.1　統括役務員及び副統括役
務員の選任

必須

・統括役務員及び副統括役務員は、2.3.2　役務員の要件 (1) アに示された勤務経験を有していることが明確
に記載されていること。また2.3.2　役務員の要件 (1) アに示された資格又は能力を有することを説明した資
料（システム履歴書等）を提出すること。

・サービスデスク役務員は、2.3.2　役務員の要件 (1) イに示された勤務経験を有していることが明確に記載さ
れていること。また2.3.2　役務員の要件 (1) イに示された資格又は能力を有することを説明した資料（システ
ム履歴書等）を提出すること。

・システムエンジニアは、2.3.2　役務員の要件 (1) ウに示された勤務経験を有していることが明確に記載され
ていること。また2.3.2　役務員の要件 (1) ウに示された資格又は能力を有することを説明した資料（システム
履歴書等）を提出すること。

・各役務員について，日本国籍を有していることが明確に記載されていること。

2.3.2　役務員の要件 必須

統括役務員及び副統括役務員について，指定された要件を超える資格又は能力（実績）を有していることが
明確に記載されていること。

- 任意 30 3

サービスデスク役務員及びシステムエンジニアについて，より多くの役務員が指定された要件を超える資格
を有していることが明確に記載されていること。

- 任意 30 3

2.3.3　役務従事者名簿の提出、2.3.4　役務員の交代、2.3.5　役務員の管理、2.3.6　役務員の変更の届出、
2.3.7　役務員の履歴書等の提出に示された要件について明確に記載されていること。

2.3.3　役務従事者名簿の提出
2.3.4　役務員の交代
2.3.5　役務員の管理
2.3.6　役務員の変更の届出
2.3.7　役務員の履歴書等の提出

必須

役務員が交代した場合について，本役務契約の履行に支障を来すことがないように引継ぎの体制，実施要
領等が明確に記載されていること。

- 任意 40 2

役務員の技術レベルの維持若しくは向上するための具体的な手段が記載されているか。 － 任意 50 1

より多くの役務員が本役務に専任であることが記載されていること。 - 任意 40 2

職員の異動時期等，利用者からの問合せが急増する時期でも対応可能な体制であることを具体的に示して
いること。

- 任意 40 2

システム管理者と役務員との連絡手段（勤務時間内及び勤務時間外含む）について実現性の高い手段が具
体的に記載されていること。

- 任意 20 4

重大な情報セキュリティインシデントや障害等が発生した場合における，業務時間外の緊急時運用体制が具
体的に記載されており，より有効と判断できる提案が記載されていること。

- 任意 40 2

（6）運用計画書 2.4.1　運用計画書の作成等の支援に示された要件について明確に記載されていること。 2.4.1　運用計画書の作成支援 必須

（7）運用実施要領書 2.4.2　運用実施要領書の作成等の支援に示された要件について明確に記載されていること。
2.4.2　運用実施要領書の作成等
の支援

必須

（8）業務計画書の提出 2.4.3　業務計画書の提出に示された要件について明確に記載されていること。 2.4.3　業務計画書の提出 必須

・役務員は，官側が貸与する省ＯＡシステム管理者マニュアル等の他，本役務を実施する上で必要となる資
料に基づき，省ＯＡシステム等の仕様及び接続形態並びに省ＯＡシステムに関連する他システム（ＤＩＩを含
む。）との連接形態を十分に熟知した上で，作業を行うことが明確に記載されていること。

・また必要に応じて省ＯＡシステム保守役務契約相手方と連携して作業を行うことが明確に記載されているこ
と。

2.5　役務内容及び実施要件 必須

より多くの役務員が省ＯＡシステム等の仕様及び接続形態並びに省ＯＡシステムに関連する他システム（ＤＩＩ
を含む。）との連接形態を十分に熟知していることが明確に記載されていること。

- 任意 40 2

SLA全項目を達成するための体制、方法について明確に記載されていること。 - 任意 30 3

（5）本役務の役務員

項目

1　全般事項

（1）事業者の実績

（3）本役務全般

2　本役務に関する要求

（9）役務内容と実施要件

1



評価基準表 【別添２】【別紙１】

評価基準 調達仕様書該当箇所 必須/任意 加点 区分
提案書
頁番号

項目

（10）役務作業（共通） 2.5.1　各作業共通に示された要件について明確に記載されていること。 2.5.1　各作業共通 必須

システム利用者対応窓口に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

問い合わせ内容の情報共有について，効率的に行うための有効な手段等が明記されているか。 － 任意 20 4

システム利用方法問い合わせ対応に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

申請等の受付業務の対応に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

障害等の受付業務の対応に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

各種問合せ及び申請等について，より効率的な管理方法について具体的に記載されているか。 － 任意 20 4

ホームページ（防衛省内向け）管理に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

グループウェア管理に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

ＩＣカード管理に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

ファイルサーバのアクセス権管理に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

2.5.2　サービスデスクに示された要件について明確に記載されていること。 2.5.2　サービスデスク 必須

役務員がシステム利用者からの問合せ，作業依頼，障害報告に迅速かつ適切に対応するためのより有効な
手段について具体的に記載されていること。

- 任意 40 2

障害対応として障害の一次切り分けに関する実施要領が明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

障害対応として軽微な障害からの復旧に関する実施要領が明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

障害対応として障害の記録管理に関する実施要領が明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

障害の検知又は報告を受けたのち，迅速な対応を行うためのより有効な手段について具体的に記載されて
いること。

- 任意 40 2

省ＯＡシステム保守役務契約相手方が実施するハードウェア修理,ハードウェア障害復旧,ソフトウェア障害復
旧,データ復旧作業について,障害復旧後の動作確認支援を行うことが明確に記載されていること。

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

2.5.3　障害管理に示された要件について明確に記載されていること。 2.5.3　障害管理 必須

大規模災害等の非常時における対応として官が実施するシステム継続訓練等への技術的な支援を行う。ま
た，非常時におけるシステム復旧要領の作成及び官への技術支援を行うことが明確に記載されていること。

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

契約相手方の体制として大規模災害等の非常時における具体的な業務継続計画を作成していること。 － 任意 30 3

システム管理者に対してより有効な技術支援を行う提案が記載されていること。 - 任意 20 4

2.5.4　問題管理に示された要件について明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）
2.5.4　問題管理

必須

借上ソフトウェア修正版適用（ＯＳを含む）に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

官給ソフトウェア修正版適用に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

2.5.5　変更管理に示された要件について明確に記載されていること。 2.5.5　変更管理 必須

ウィルス定義体適用管理に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

セキュリティパッチ適用（ＯＳ）に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

ウイルス定義体及びセキュリティパッチ適用（ＯＳ）について検証方法及び更新の頻度について明確に記載さ
れているか。

－ 任意 40 2

システム利用者管理において省ＯＡシステム新規利用者の登録を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

システム利用者データ修正において省ＯＡシステム既存利用者の登録内容変更及び削除することが明確に
記載されていること。

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

S/MIMEメール情報管理として以下の作業を行うことが明確に記載されていること。
　・S/MIMEメール利用者の登録、削除作業
　・公開鍵、秘密鍵の登録作業

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

個人端末管理について個人端末設置場所変更に伴う個人端末の設定変更を行うことが明確に記載されて
いること。

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

プリンタ類管理についてプリンタ類設置場所変更に伴うプリンタ類の設定変更を行うことが明確に記載されて
いること。

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

移動端末管理に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

端末類マスタ管理について適用すべき差分セキュリティパッチ，追加ソフトウェア等の選定を行うことが明確
に記載されていること。

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

官品ソフトウェアインストールに関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

周辺機器の接続に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

官品ソフトウェア修正版適用【ソフトウェア改良版の提供】に関する役務作業を行うことが明確に記載されて
いること。

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

（14）役務作業（変更管理）

（11）役務作業（サービスデ
スク）

（12）役務作業（障害管理）

2　本役務に関する要求

（15）役務作業（リリース管
理）

（13）役務作業（問題管理）

2



評価基準表 【別添２】【別紙１】

評価基準 調達仕様書該当箇所 必須/任意 加点 区分
提案書
頁番号

項目

ＮＡＳ（システム管理者指定）管理に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

ネットワーク管理に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

2.5.6　リリース管理に示された要件について明確に記載されていること。 2.5.6　リリース管理 必須

システム利用者管理としてシステム利用者管理台帳の更新を行うことが明確に記載されていること。
また,アクセス権の管理を含めて行うことが明確に記載されていること。

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

端末類管理として端末類等管理台帳の更新を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

周辺機器の接続に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

ＯＤＢ登録用シート等の作成及び更新を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

2.5.8　構成管理に示された要件について明確に記載されていること。 2.5.8　構成管理 必須

官側がＯＤＢ登録用シート等によりＯＤＢを登録するに当たっての効率的な手法等が具体的に記載されてい
ること。

- 任意 20 4

各種台帳の更新についてより有効な手段が具体的に記載されていること。 - 任意 20 4

日常点検に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

各取得ログの統計及びセキュリティリスクの分析についてより有効な手段が具体的に記載されていること。 - 任意 40 2

定期バックアップに関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

停電時の点検に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

トラフィック情報の取得頻度，有効な分析手法及び管理手段が具体的に記載されていること。 － 任意 40 2

保全管理において行う稼働状況の照会項目及び頻度について具体的に記載されているか。 － 任意 40 2

セキュリティ改善支援に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

セキュリティ改善支援として行う分析について，より効率的に行うための手段について記載されているか。 － 任意 40 2

セキュリティインシデント対応に関する役務作業を行うことが明確に記載されていること。
2.5　役務内容及び実施要件（表
３）

必須

ウイルス感染の恐れがある場合，感染拡大防止措置及び原因の特定方法について，より有効な手段が具
体的に示されていること。

－ 任意 40 2

本作業で実施した内容については、役務実施日報、役務実施週報。役務実施月報及び役務実施年間報告
書を作成し、運用状況を報告することが明確に記載されていること。

2.5　役務内容及び実施要件（表
３）
2.5.7　ＩＴオペレーション管理

必須

役務実施日報，役務実施月報，役務実施月報及び役務実施年間報告書の作成について，調達仕様書に示
す記載項目以外について，有効な記載項目が具体的に記載されていること。また，システム管理者が容易
に確認できるよう記載方式等を工夫していること。

- 任意 30 3

システム管理者に対する報告についてより有効な手段が具体的に記載されていること。 - 任意 30 3

（20）役務員管理
本役務の実施に際し，統括役務員及び副統括役務員は，必要に応じて一般役務員の監督及び指導を行うこ
とを明確に記載していること。

2.5.9　一般役務員管理 必須

（21）課室等担当者との調
整

省ＯＡシステムにおいて，システムの運用停止及び端末類の設定変更等を実施することに伴い，課室等担当
者と作業日程調整等が必要な場合，課室等担当者との調整を実施することを明確に記載していること。

2.5.10　課室等担当者との調整 必須

（22）その他 2.5.11　その他に示された要件について明確に記載されていること。 2.5.11　その他 必須

3　提出書類 （1）提出書類
調達仕様書の表８に掲げる提出書類について，官側の確認を得るとともに、特に指定する書類については，
官側の承認を得ることを明確に記載していること。

3　提出書類 必須

4　検査 （1）検査
調達仕様書の表８の提出書類に関する検査は，システム管理者若しくは契約担当官等の確認若しくは承認
によるものとすることを明確に記載していること。

4　検査 必須

5　秘密の保全 （1）秘密の保全 5　秘密の保全に示された要件について明確に記載されていること。 5　秘密の保全 必須

6　資料の貸与 （1）資料の貸与 6　資料の貸与に示された要件について明確に記載されていること。 6　資料の貸与 必須

7　資料の修正等 （1）資料の修正等

省ＯＡシステムの仕様等に変更が生じた場合には，以下の資料に対しシステム管理者の確認を得た後，追
加及び修正を行い，更新履歴を管理した上で最新の状態とすることを明確に記載していること。
1.システム構成書
2.システム設定書
3.システム管理者等マニュアル
4.ユーザマニュアル
5.構成品取扱説明書

7.資料の修正等 必須

8　著作権 (1)著作権 9　著作権に示された要件について明確に記載されていること。 9　著作権 必須

夜間休日において役務員が本役務を実施するための役務事務所を用意することを明確に記載しているこ
と。

10　その他 必須

個人情報の取扱いについては，個人情報の保護に関する法律及び契約約款の条項を遵守することを明確
に記載していること。

10　その他 必須

各機関等の長が定めた立入禁止場所等に立ち入る場合は，各機関等の立入手続きに従い手続きを実施す
ることを明確に記載していること。

10　その他 必須

9　その他　 （1）その他

（19）役務作業（役務実施
報告）

（16）役務作業（構成管理）

（17）役務作業（保全管理）

（18）役務作業（セキュリ
ティ管理）

2　本役務に関する要求
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